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梗概　本年度は明治期政治史概究を，従来通り明治10
年，20年代を中心に行ったが，半年間入院生活を送った
ため作業はそれほどすすんでいない。したがって入院直
前に入稿した明治期における水戸藩政史研究の成果をも
って報告にかえよう。
　研究の対象時期はフランスから帰朝した徳川昭武が，
水戸藩主に就任した明治元年11月以降，水戸県が解体す
他誌等への発表のもの
る明治4年11月までの3年間である。この間，版籍奉還
から廃藩置県に至る過程の藩政改革が考察の中心となっ
た。その改革も職制，禄制，軍制の各改革についてその
特色を検討している。昭武襲封の時点に成立した天狗派
の本囲寺派政権は，その直後の藩政改革を通じ首脳部を
固めていく。明治2年1月の職制改革では政務局，軍事
局，司農局の三局が成立し天狗派および中立派の旧上級
士が総裁および総督（総括）に就任する。これに応じた
軍制改革では旧格式に応じた衝撃隊，軽鋭隊，遊撃隊の
隊編成となる。北海道遠征のための改革であったから一
部が派遣されると，残りは諸生派の残党がりに動員され
た。
　同年8月，版籍奉還にともない再び職制改正が実施さ
れ，局にかわって政事，学校，神砥局，公務局，民政局
などが成立した。職名は大参事，少参事のほか主簿，属
吏（筆生）に統一され，第1等より第10等までの等級に
職名が整序された。この段階で首脳部は中立派が排除さ
れ，本囲寺派＝天狗派が結集し，、番方に対する役方の低
位という幕藩制的役職体系が変化し，内政上の役方の相
対的上昇と軍事上の番方の低位化が明確化する，藩政の
主要な課題は勧農撫育の奨励，「諸事簡易」のための予
算制の確立，金穀切手発行による給禄制の円滑化，蝦夷
地開拓などであった。
　明治3年9月の藩政改革では，大少参事以下の職制が
大属一史生に統一され，郡方支配も従来の郡制より7部
（郡）制に改正される。tこれにともない役人数は272人
に削減され，兵隊も縮小した。水戸藩の物成高は5万
7，729石余，藩高35万石の16％に過ぎず，財政は完全に
窮乏し藩債108万両の返済もままならなかった。商社取
立てによる増収策も採用したが効果なく，北海道開拓費
の捻出方法に不正ありとして政府より処罰される有様で
あった。維新の混乱から立直ることなく廃藩をむかえて
いる。
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